
 

  石川県立松任高等学校図書委員会，平成２８年６月号，No.１１  
 

 梅雨の季節となりました。図書館では貸出ポイントラリーが行われています。今月は朝読書も行われます。 

図書館では展示班が昼休みにブックガイドパッケージを作成しています。市販の菓子箱などを利用した、立体的

な本の紹介です。作ってみたい人は、声をかけて下さい。 
 

 

 

６月の休館日 ６月２７日（月）～３０日（木） 

 ※返却は図書館前の返却ポストへお願いします。 

新任の先生ｵｽｽﾒ本 vol.3 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鴨 田
か も た

祐 介
ゆ う す け

先 生 (地 歴 公 民 ・１１H 副 担 )  

 書 名：伝える力 

 著者名：池上 彰 ＰＨＰ研究所：刊 

  この本の著者である池上彰さんのこと 

を皆さんは知っていますか？日本の政治 

や最近のニュースなどを、わかりやすく 

解説してくれる『そうだったのか！池上彰の学べる

ニュース』は人気番組として放送されています。ど

うしてこんなにわかりやすいのか、それは池上彰さ

んの“伝える力”にありました。 

“伝える力”は社会人として必須能力です。 

この本は“伝える力”の極意を教えてくれるオスス

メの一冊です！ 

米 林
よ ね ば や し

舞 子
ま い こ

先 生 (国 語 ・１２H 担 任 )  
 書 名：本日もいとをかし！！ 枕草子 

 著者名：小迎 裕実子  KADOKAWA：刊 

  教科書に載っている「枕草子」をわかり 

やすく＆親しみやすい４コマ漫画にした作 

品です。古文ではなかなか読み通すことが難しいか

も知れませんが、漫画になっていれば、気軽に昔の

人の考えていたことに触れることができます。古典

に触れることで、今も昔も変わらない大切なことに

気付いてもらえると良いなぁ。と思います。 

 竹 下
た け し た

恵 美 子
え み こ

先 生 (英 語 )  
  書 名：置かれた場所で咲きなさい 

  著者名：渡辺 和子 幻冬舎：刊 

著者のいろいろな体験談から、人生の 

指針となる考え方が短くわかりやすいことばで

まとめられていて、大変読みやすい本です。 

 若い皆さんにとって、これから生きていく中

で不満や不安がいっぱい出てくると思います

が、ぜひこの本を読んで、人生のプラスになる

考え方を吸収していってほしいと思います。 

西 田
に し た

圭 吾
け い ご

先 生 (保 健 体 育 ・３４Ｈ副 担 )  

  書 名：異類婚姻譚 

  著者名：本谷 有希子  講談社：刊 

  初！石川県出身の芥川賞受賞作家です。 

異類婚姻譚の他、短編３篇が入ってい 

ます。どの話も「へっ？」と思うよう 

な不思議な終わり方で読んだ人それぞれの中での

ストーリーが繰りひろげられると思います。 

 行間も広く、スラスラと読めてしまいます。短編

は本当に短くすぐに読めてしまうので読書嫌いの

人も、少し手に取ってみてはいかがでしょうか。 

沢 田
さ わ だ

猛
たけし

先 生 (地 歴 公 民 )  
  書 名：汚れつちまつた悲しみに 

  著者名：中原 中也 

「汚れつちまつた悲しみに」（中原中也） 
 

汚れつちまつた悲しみに 

今日も小雪の降りかかる 

汚れつちまつた悲しみに 

今日も風さへ吹きすぎる 
 

汚れつちまつた悲しみは 

たとへば狐の革裘 

汚れつちまつた悲しみは 

小雪のかかつてちぢこまる 
 

汚れつちまつた悲しみは 

なにのぞむなくねがふなく 

汚れつちまつた悲しみは 

倦怠のうちに死を夢む 
 

汚れつちまつた悲しみに 

いたいたしくも怖気づき 

汚れつちまつた悲しみに 

なすところもなく日は暮れる 

（中原中也詩集 「山羊の歌」より） 
  

短い詩だが声を出して読むとその情感が自分

に合う。高校時代に詩をたくさん読んだが、中

原中也の詩がいちばん自分の心に入ったと思

う。ことばの意味や詩の解釈はしなくてもいい、

ただ声を出して詩を読む。それからその詩を書

いて机の前に置く。少しだけ贅沢な自分へのご

褒美の時間である。 
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